
対
話
に
よ
っ
て
自
主
性
を
高
め

や

自
己
実
現

「コーチング」
の技法を学ぶ

を
図
る！

目
標
達
成

㈱
躍
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し
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
て

承
認
し
質
問
す
る
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
通
し
て
コ
ー
チ
ン

グ
の
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

人工芝でバルコニーづくりやガーデニングを
ゼロ・エネ住宅、2020年に新設で過半目指す
床下だけではない。こんなところにも蟻道が!

　
前
号
に
引
き
続
き
、
幕

末
の
思
想
家
・
教
育
者
で

あ
る
吉
田
松
陰
の
言
葉
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
人
を
信
ず
る
に
失
す

る
と
も
、
誓
っ
て
人
を
疑

う
に
失
す
る
こ
と
な
か
ら

ん
こ
と
を
欲
す
」

　
こ
の
意
味
は
、「
人
を
信

じ
て
失
敗
す
る
と
し
て
も
、

人
を
疑
っ
て
失
敗
す
る
と

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
た
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。

　
即
ち
、
人
を
信
じ
て
失

敗
し
た
ら
、

そ
れ
で
も
よ

し
と
す
る
と

い
う
、
実
に

潔
い
考
え
方

で
す
。

　
人
を
疑
い
す
ぎ
て
失
敗

す
る
人
も
い
ま
す
し
、
信

じ
す
ぎ
て
失
敗
す
る
人
も

い
ま
す
。

　
人
を
信
じ
る
と
い
う
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
信
じ
て
も

ら
っ
た
人
は
喜
ぶ
で
し
ょ

う
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
成
長
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
性
は
信
じ

る
も
の
の
、
そ
の
人
の
能

力
や
行
動
は
じ
っ
く
り
観

察
す
る
必
要
が
あ
り
、
人

事
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
適

材
適
所
の
配
慮
も
必
要
で

す
。

　
私
は
、
常
に
相
手
を
信

じ
、「
本
音
・
本
心
・
本

気
」
で
向
き
合
う
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
お
互
い
の

長
所
や
短
所
を
知
り
、
性

格
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　
つ
ま
り
「
互
譲
互
助
」

の
精
神
で
向
き
合
う
こ
と

を
根
幹
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
お
互
い
に
譲

り
合
い
助
け
合
っ
て
生
き

て
い
く
と
い
う
も
の
で
、

そ
こ
に
は
、
対
立
・
抗
争

は
無
く
、
信
頼
関
係
が
構

築
で
き
友
情
が
深
ま
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
躍
進
の
社
員
全
員
は
、

愛
す
る
家
族
と
思
い
接
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

わ
ゆ
る
「
仲
良
し
ク
ラ

ブ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
に

使
命
と
責
任
を
持
っ
て
自

覚
と
自
立
心
を
育
み
、
勇

猛
果
敢
に
仕
事
に
挑
ん
で

い
る
仲
間
で
す
。
そ
う
し

た
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、

私
の
責
任
で
あ
り
、
現
在
、

様
々
な
改
革
の
途
上
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、「
本
音
・
本

心
・
本
気
」
で
付
き
合
い
、

決
し
て
裏
切
る
こ
と
な
く
、

素
直
な
心
で
、
誠
実
な
振

る
舞
い
を
も
っ
て
生
き
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
己
変
革
・

成
長
す
る
た
め
の
行
動
指

針
と
し
て
、
以
下
の
三
つ

を
挙
げ
ま

す
。

一�

、
自
ら

が
変
わ

る
。
自

　
己
変
革
す
る
。

二�

、
負
け
な
い
心
で
最
後

ま
で
諦
め
な
い
。

三�

、
喜
び
勇
ん
で
、
何
事

に
も
喜
ん
で
挑
む
。

　
ま
だ
ま
だ
、
社
員
全
員

は
人
間
修
業
の
途
上
に
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
に
安
心

し
て
信
じ
て
い
た
だ
け
る

人
間
へ
、
そ
し
て
会
社
へ

と
成
長
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
助
言
ご
指
導

く
だ
さ
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
躍
進
で
は
、
六
月
十
三
日

全
社
員
で
、
コ
ー
チ
ン
グ

（
ｃ
ｏ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
）
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
人
材
開
発
の
技
法
で
、

対
話
に
よ
っ
て
相
手
の
自
己

実
現
や
目
標
達
成
を
図
る
も

の
で
す
。

　
対
話
を
重
ね
、
目
標
達
成

に
必
要
な
ス
キ
ル
や
知
識
、

考
え
方
を
身
に
つ
け
行
動
す

る
こ
と
を
支
援
し
、
成
果
を

出
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
相

手
の
自
主
性
を
刺
激
し
自
己

成
長
さ
せ
ま
す
。

　
今
回
、
相
手
の
話
を
傾
聴

　
よ
り
自
主
性
を
強
く
し
、

問
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け

た
躍
進
の
社
員
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

対話の力を借りて、自分で考え、問題を解決する能力を身に付けるのがコーチングの目的。
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お問い合わせは

躍進までお気軽に！

本物 のような人 工 芝 で

バルコニーづくりバルコニーづくりバルコニーづくりバルコニーづくり
ガーデニングガーデニングガーデニングガーデニング

やや
は、いかがでしょう！は、いかがでしょう！
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躍
進
で
は
、「
バ
ル
コ
ニ
ー

を
緑
で
彩
り
た
い
」「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
下
地
に
緑
が
ほ
し

い
」「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
お

声
に
応
え
、高
級
感
溢
れ
る
人

工
芝
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
耐
用
年
数
に

優
れ
た
人
工
芝
製
品
が
多
数

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

天
然
芝
の
代
替
で
あ
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
脱
却
し

た
高
級
品
が
多
数
市
場
に
流

通
し
て
い
ま
す
。

　
天
然
芝
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
「
管
理
」
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
目
土
（
め
つ
ち
）
を

は
じ
め
、
肥
料
、
芝
刈
り
、

養
生
等
極
め
て
多
く
の
手
間

が
か
か
り
素
人
に
は
難
易
度

が
高
い
作
業
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
工
芝
は
お
手

入
れ
が
ほ
ぼ
不
要
。
放
置
し

て
も
荒
れ
る
こ
と
も
な
く
景

観
も
維
持
さ
れ
ま
す
。
耐
久

性
も
風
合
い
も
優
れ
た
も
の

が
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
や
お
庭
を
美
し
く
演

出
す
る
に
は
人
工
芝
は
必
要

不
可
欠
で
す
。
躍
進
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
お
電
話
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

芝
刈
り
、養
生
が
不
要

で
高
い
利
便
性
を
確
保



ゼ
ロ・
エ
ネ
住
宅
、工
務
店
含
め

二
〇
二
〇
年
に
新
設
で
過
半
目
指
す

経産省
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ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ど
に
伴
い
成
長
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
も
の
の
、「
現
状

成
り
行
き
で
の
大
き
な
拡
大

は
難
し
い
」
と
の
見
方
を
示

し
ま
し
た
。

　
同
研
究
所
の
予
測
に
よ
る

と
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

消
費
税
率
引
き
上
げ
が
見
込

ま
れ
る
直
前
の
二
〇
一
六
年

度
に
、
駆
け
込
み
需
要
の
発

生
で
約
九
二
万
戸
と
な
り
ま

す
が
、
二
〇
二
〇
年
度
に
は

約
七
六
万
戸
、
二
〇
二
五
年

度
に
は
約
六
四
万
戸
、
二
〇

三
〇
年
度
に
は
約
五
三
万
戸

と
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
見

込
み
で
す
。

　
二
〇
三
〇
年
度
の
予
測
戸

数
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
ピ

ー
ク
で
あ
っ
た
一
九
九
六
年

度
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
相
当

し
ま
す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
現
状
の
趨
勢

が
続
い
た
場
合
、
大
き
な
拡

大
は
難
し
い
と
推
測
。
市
場

の
活
性
化
に
向
け
て
「
行
政

主
導
の
政
策
的
支
援
（
リ
フ

ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
を
組
成
し
易

い
環
境
の
整
備
な
ど
）
や
、

民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

（
工
事
品
質
の
向
上
や
価
格

の
透
明
性
確
保
な
ど
）、お
よ

び
一
般
生
活
者
へ
の
啓
発
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

　
積
水
化
学
工
業
（
東
京
都

港
区
）
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー
の

調
査
機
関
で
あ
る
住
環
境
研

究
所
で
は
こ
の
ほ
ど
、
戸
建

て
持
家
層
の
自
宅
、
不
動
産

の
活
用
に
関
す
る
意
識
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
戸
建
て
持
家
に
住
む
人
は

自
宅
を
「
活
用
資
産
」
と
認

識
し
て
い
る
人
が
二
七
・
三

％
と
、
集
合
持
家
の
三
〇
・

九
％
に
対
し
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
非
活
用
資
産
」

（
自
宅
を
活
用
せ
ず
に
住
み

続
け
た
い
）
と
考
え
る
層
は

四
六
・
一
％
と
、
集
合
持
家

の
四
〇
・
四
％
と
比
較
し
て

多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
は
首
都
圏
の
一
都
三

県
（
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、

埼
玉
）
に
住
む
人
を
対
象
と

し
て
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
有
効

回
答
数
は
二
五
〇
〇
件
（
戸

建
て
持
家
一
五
〇
〇
件
、
集

合
持
家
五
〇
〇
件
、
賃
貸
五

〇
〇
件
）
で
し
た
。

　
自
宅
不
動
産
の
活
用
の
相

談
相
手
と
し
て
想
定
で
き
る

人
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
誰
も

い
な
い
」
が
四
六
・
三
％
と

最
多
で
あ
り
、「
親
・
義
理
の

親
」「
兄
弟
」「
子
ど
も
」
の

合
計
が
三
八
・
一
％
と
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　「
不
動
産
会
社
」
七
・
五
％
、

「
独
立
系
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
七
・
一
％
、

「
金
融
機
関
系
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
六
・

三
％
、「
税
理
士
・
会
計
士
」

五
・
一
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
よ
り
も
身
内
に
相
談
す

る
と
答
え
た
人
が
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
研
究
所
で
は
、
空
き
家

や
老
後
の
資
金
不
足
の
問
題

を
背
景
に
、
自
宅
不
動
産
に

関
す
る
相
談
相
手
を
若
い
世

代
も
見
つ
け
て
お
く
べ
き
と

し
て
い
ま
す
。

方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
今
回
の
骨
子
案
を

元
に
、
同
日
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
小
委
員
会
の
議
論
な
ど
を

反
映
さ
せ
て
、
今
月
か
ら
八

月
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

　
野
村
総
合
研
究
所
（
東
京

　
経
済
産
業
省
は
六
月
十
五

日
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
小

委
員
会
の
会
合
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
取
り
ま
と
め
骨

子
案
を
示
し
ま
し
た
。

　
家
庭
部
門
で
の
必
要
な
措

置
の
ひ
と
つ
と
し
て
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
（
Ｚ
Ｅ

Ｈ
）
の
普
及
加
速
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
標

の
達
成
に
向
け
、
具
体
的
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
の
検

討
を
進
め
る
方
針
を
改
め
て

示
し
ま
し
た
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま

で
二
回
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

議
論
で
、
二
〇
二
〇
年
に
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
工
務
店
な

ど
が
新
設
す
る
住
宅
の
過
半

数
が
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
施
策
を
検
討
す
る

都
千
代
田
区
）
は
六
月
十
五

日
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇

三
〇
年
度
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
市

場
規
模
の
予
測
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
成
長
が
期
待
さ
れ
る
中
古

住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

（
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
連
す
る

耐
久
消
費
財
、
イ
ン
テ
リ
ア

商
品
等
の
購
入
費
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
二
〇
三
〇
年
ま

で
年
間
六
兆
円
台
で
横
ば
い

に
推
移
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

　
「
住
宅
の
長
寿
命
化
」
な

国交省「サステナブル建築物等
先導事業」の公募がスタート

　国土交通省は6月9日、住宅や建築物の省CO₂化、木
質化を先導するプロジェクトを支援する「サステナブル
建築物等先導事業」の公募を開始しました。募集期間
は今月17日までとなります。
　同事業は持続可能な社会の構築に向け、先導的な取
り組みにかかる費用の一部を補助するものです。省CO₂
先導型と木造先導型でそれぞれ事業を募集します。
　省CO₂先導型の対象事業は、住宅や住宅以外のオフィ
スビルなどの建築物の新築や改修、省CO₂のマネジメン
トシステムの整備のほか、省CO₂に関する技術を検証し
ます。補助額は補助対象費用の2分の1以内で、戸建て
住宅は1戸あたり300万円が上限となります。
　木造先導型は、建築物の木造化・木質化の推進に向
けたモデル性、先導性が高いプロジェクトが対象となり
ます。採択事業の公表は木造先導型が8月中・下旬、省
CO₂先導型が9月中・下旬の予定です。

リフォーム検討者の
自己資金は176万円 ＬＩＸＩＬ調査

　LIXIL（東京都千代田区）は、リフォームを実施・検討し
ている20歳から69歳の男女517人（実施者：332人、検
討者：185人）を対象に「リフォーム事情とリフォーム資
金」に関する調査を実施しました（調査時期：3月21日）。
　それによると、リフォーム検討者が準備している自己
資金の平均は176万3000円。出してもいい費用の相場
は「100万円以上200万円未満」（25.4％）が最も多く、
「50万円以上100万円未満」（23.8％）が続きました。
　これに対し、すでにリフォームを経験した実施者が準
備した自己資金の平均は249万1000円でした。
　リフォームを実施・検討した部位の1位は浴室で、トイ
レ、キッチンも上位に。実施者の2割は窓リフォームを行
っていました。リフォーム資金が自己資金を超えた場合
にどう対処するかについては、検討者の約3割が「リフォ
ームローン」と回答しています。
　一方、実施者でリフォームローンを利用した割合は約
1割で、約8割は「自己資金を超えなかった」としました。
　自宅以外のリフォーム経験を聞くと、実施者の18.7％
が「両親の家」をリフォームしていることが分かりました。
また検討者の35％も「両親の家」のリフォームを検討し
ていると答えました。

中
古・リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

「�

二
〇
三
〇
年
ま
で
年
間

六
兆
円
台
で
横
ば
い
」

野
村
総
研
予
測

戸
建
て
持
家
層
の
自
宅

活
用
は
慎
重
派
が
多
数
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本　社

東　京
営業所

躍進
お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

工 事 事 業

プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社

躍進 検索

TEL.029-804-3388
FAX.029-804-3399

TEL.028-652-7307
FAX.028-652-7308

TEL.04-7162-7734
FAX.04-7162-7735

TEL.048-688-3388
FAX.048-680-7615

TEL.03-6804-2541
FAX.03-6804-2542

TEL.0466-41-3006
FAX.0466-41-3007

本社埼玉（営）

栃木（営）

TEL.022-781-3288
FAX.022-781-1066

仙台（営）

土浦（営）

神奈川（営）

千葉（営）
東京（営）

防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
不動産売買・仲介　不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）　
ファイナンシャルプランニング　コンサルティング業務（目的／資産価値の最大化／
相続対策／資産運用／事業承継対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー／不動産管理）

提 携 先
弁護士／公認会計士／税理
士／司法書士／ファイナン
シャルプランナー〈ＣＦＰ・ＡＦＰ〉

東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

躍進
営業所の所在地

株式会社
関連会社

株式会社
First Arrows（ファースト

アローズ）

ファーストアローズ

床下調査だけでは
　　　発見できない

こんなところにも蟻道が！こんなところにも蟻道が！

シロアリ注意報発令中！
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躍
進
の
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
で
は
、

現
在
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ロ
ア
リ
は
こ
の
時
期
が

最
も
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

「
足
場
パ
ッ
ク
」
の
床
下
調

査
に
も
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
意
外

な
と
こ
ろ
に
蟻
害
が
及
ん
で

い
る
の
で
す
。

　
シ
ロ
ア
リ
は
、
暗
く
湿
度

も
高
く
無
風
状
態
と
な
る
蟻

道
を
形
成
し
て
、
そ
の
中
を

移
動
し
ま
す
。

　
通
常
の
場
合
、
シ
ロ
ア
リ

は
地
中
の
巣
か
ら
蟻
道
を
通

っ
て
床
下
に
侵
入
し
、
土
台

な
ど
の
木
材
を
食
害
し
ま
す
。

目に見えない部分に被害が及ん
でいるため、発見が遅れると取り
返しのつかないことになります。

し
か
し
、
蟻
道
は
床
下
ば
か

り
に
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な

い
の
で
す
。

　
左
上
の
写
真
は
、
通
常
日

陰
と
な
っ
て
い
る
外
壁
下
の
、

基
礎
の
立
ち
上
が
り
部
分
で

発
見
さ
れ
た
蟻
道
で
す
。

　
さ
ら
に
、
右
下
の
二
枚
の

写
真
で
は
、
日
が
当
た
る
フ

ェ
ン
ス
の
裏
側
の
、
日
陰
と

な
っ
て
い
る
基
礎
部
分
に
蟻

道
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
左
下
の
写
真
の
、
縁
側
の

上
が
り
框
部
分
の
ひ
び
割
れ

も
蟻
道
形
成
の
根
拠
と
な
り

ま
す
。

　
ま
ず
は
躍
進
に
調
査
依
頼

し
早
期
発
見
を
。
お
電
話
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


